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日時 地域 テーマ 会場 
3月 4日 愛知県名古屋市 学童保育の運営における学童保育指導員研修の必要性と課題 金城学院大学 
















































個体的近代 項目 液状的近代 
神、宗教、伝統、親 生き方の指針 自分 
親、親方 ロールモデル 無い 
狭い、村 生活圏、活動範囲 広い、世界中 
少ない 接する人 多い 
少ない、遅い 移動量、速度 多い、速い 
緩やか 文化、流行の変遷や発展 早い、突発的 
一定 ライフコース 多様 
年齢、就職、結婚 大人 曖昧 
未完成なもの 子ども 無限の可能性を秘めたもの 
終身雇用 働き方 転職、中途採用、解雇が当然 
するべきもの、周囲の援助有り 結婚、就職 個人の意思と力量 
夫に従う 夫婦の姓 自由選択 
よくないもの、避けるもの 離婚 個人の意思であり、ありえること 
拡大家族 家族形態 核家族 
共同体、親族、家族 子育ての責任 家庭、夫婦、個人 
決まっている フツウの人間 決まっていない 
尊重されず、不自由 個人の意思 尊重され、自由 
一様 幸せの形 多様 
従うべき絶対的なもの 魔法、宗教 合理性を欠いた非科学的なもの 
少ない、想定内 リスク、トラブル 多い、想定外 
与えられるもの アイデンティティ 獲得するもの 
ゴール有り 教育 ゴール無し 
一定レベルの習得で完成 知性や能力 より高く必要とされ、完成がない 
レールに乗せる 教師の仕事 未知の未来への知識と思考を育む 
共同体 責任の所在や行動単位 個人 
歴史的伝統的な型への一致 指導の方法 過去を疑い、対象の意思を尊重 































































































































































































































































































藤井啓之（2017）．PDCA から PDSA へ 教師にも
子どもにも表情のある教育を．教育科学研究会編集．
教育，2017 年，２月号．かもがわ出版．59-64．  
本田由紀（2005）．多元化する「能力」と日本社会―

























                                                          
